
対　

象　

市
内
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
の
方
と
そ
の
家
族
（
小

学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

講　

師

　
県
環
境
保
健
協
会
職
員

定　

員　
40
人
（
申
込
順
）

申
し
込
み　
７
月
８
日
㈫
９
時
か

ら
31
日
㈭
17
時
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
の
電
子
申

請
で
、
環
境
整
備
課
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

無
料
送
迎
バ
ス
︵
申
し
込
み
必
要
︶

停
車
場
所　
玖
波
支
所
、
市
役
所

本
庁
、
総
合
市
民
会
館
、
大
竹
支

所
、
栄
公
民
館

定　

員　
28
人
（
申
込
順
）

※
車
で
の
来
場
は
、
栗
谷
小
学
校

に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

着
用
。貸
し
出
し
用
も
あ
り
ま
す
）

駐
車
場

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
横
ま
た
は
サ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
指
定
場
所
以
外
で
の
駐
車
は

厳
禁
で
す
。

お
願
い

　
プ
ー
ル
施
設
内
は
水
分
補
給
を

除
き
飲
食
不
可
。
自
動
販
売
機
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
遊
泳
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対　

象

　
３
歳
以
上
（
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
。保
護
者
１
人
に
つ
き
、

原
則
子
ど
も
２
人
ま
で
）

※
大
プ
ー
ル
（
水
深
１
ｍ
〜
１
・

２
ｍ
）
で
の
遊
泳
は
、
原
則
小
学

３
年
生
以
上

必
要
な
も
の

　
水
泳
帽
子
（
衛
生
管
理
上
必
ず

期　

間

　
【
７
月
】
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　
【
８
月
】
16
日
㈯
を
除
く
全
日

　
【
９
月
】
６
日
㈯
、
７
日
㈰

　
（
い
ず
れ
も
13
時
〜
19
時
）

※
遊
泳
は
18
時
50
分
、
入
場
は
18

時
20
分
ま
で
。
中
学
生
は
原
則
18

時
ま
で
（
保
護
者
同
伴
の
場
合
は

18
時
50
分
ま
で
遊
泳
可
）。

　
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
の
開
催
時
間
中

　
大
竹
の
川
に
、
ど
ん
な
生
き
も

の
が
生
息
し
て
い
る
か
知
っ
て
い

ま
す
か
。
栗
谷
地
区
を
流
れ
る
玖

島
川
で
、
魚
や
水
生
昆
虫
を
採
集

し
観
察
す
る
体
験
を
通
し
て
、
大

竹
の
自
然
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

専
門
家
に
よ
る
解
説
も
あ
り
ま
す
。

　
友
達
や
家
族
と
協
力
し
て
、
た

く
さ
ん
の
生
き
も
の
を
見
つ
け
ま

し
ょ
う
。

と　

き　
９
月
27
日
㈯
13
時
30
分

〜
16
時
30
分

※
悪
天
候
な
ど
で
屋
外
で
の
活
動

が
難
し
い
場
合
は
、
事
前
に
採
集

し
た
生
き
も
の
を
用
い
て
屋
内
で

活
動
を
行
い
ま
す
。

と
こ
ろ　
玖
島
川
親
水
公
園
、
栗

谷
小
学
校
（
栗
谷
町
小
栗
林
）

海の事故ゼロ
キャンペーン

問い合わせ　岩国海上保安署　☎21-6118

　海上保安庁は「海難ゼロへの願い」をスローガン
に全国一斉に海の事故ゼロキャンペーンを行います。
期　間　７月16日㈬～ 31日㈭
ポイント
○ライフジャケットの常時着用
○ 防水パック入り携帯電話等による連絡手段の確保
○ 携帯電話等のGPS機能をONにしておくことによ

る位置情報の発信
○118番やNET118の活用

体験型環境学習体験型環境学習

川川のの生生きものきもの観察会観察会
問い合わせ　環境整備課　☎59-2154問い合わせ　環境整備課　☎59-2154

小
方
学
園
プ
ー
ル
開
放

　

水
深
70
㎝ 
の
小
プ
ー
ル
も
あ
る
よ
！

　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課　

☎
53
６
６
７
７

見て・知って・感じ
て

見て・知って・感じ
て

令和７年度
川の生きもの
観察会
参加希望

申請フォーム

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら
。

玖
波
公
民
館
開
催

　
　

問
い
合
わ
せ

　
　
　

☎
57
７
０
８
４

平
和
を
考
え
る
日

―
核
兵
器
の
な
い

　

平
和
な
世
界
を

　

目
指
し
て
―

と　

き

　
８
月
２
日
㈯
13
時
〜
15
時
15
分

申
し
込
み　
７
月
４
日
㈮
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
玖
波
公
民
館
へ
。

三
宅
由
利
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

広
島
大
竹
の
親
子
が
紡
ぐ

「
父
と
暮
せ
ば
」朗
読
の
旅

と　

き　
 

８
月
６
日
㈬
13
時
30

分
〜
15
時
（
13
時
〜
開
場
）

内　

容　

井
上
ひ
さ
し
の
作
品

「
父
と
暮
せ
ば
」
を
親
子
で
繰
り

広
げ
る
朗
読
劇

出　

演　
三
宅
由
利
子
さ
ん
・
三

宅
信
之
さ
ん
・
ト
書
き 
森
永
明

日
夏
さ
ん

定　

員　
60
人
程
度

申
し
込
み　
７
月
４
日
㈮
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
玖
波
公
民
館
へ
。

第
１
部
﹁
平
和
学
習
﹂

　
13
時
〜
14
時

内　

容　
核
兵
器
の
無
い
平
和
な

世
界
を
目
指
し
て
、私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

講　

師　
西
村
宏
子
さ
ん
（
広
島

平
和
記
念
資
料
館
平
和
学
習
講
師
）

第
２
部
﹁
原
爆
朗
読
会
﹂

　
14
時
15
分
〜
15
時
15
分

内　

容　
80
年
前
原
爆
の
日
に
子

ど
も
を
亡
く
し
た
お
母
さ
ん
の
手

記
や
原
爆
の
詩
、
作
品
を
朗
読

講　

師　

内
海
雅
子
さ
ん
（
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

栄
公
民
館
開
催

　
　

問
い
合
わ
せ

　
　
　

栄
公
民
館

　
　
　

☎
53
６
６
８
８

平
和
講
座

原
爆
と
大
竹

―
昭
和
20
年
８
月
６
日
、

運
命
を
分
け
た
列
車
の
乗
車
―

と　

き　
８
月
２
日
㈯
10
時
〜
11

時
30
分

対　

象　
平
和
・
歴
史
に
関
心
の

あ
る
方

内　

容　

80
年
前
の
８
月
６
日

朝
、
山
陽
本
線
の
上
り
列
車
に
大

竹
・
小
方
・
玖
波
の
各
町
村
か
ら

約
１
０
０
０
人
が
乗
車
し
ま
し
た
。

広
島
県
よ
り
要
請
の
あ
っ
た
「
建

物
疎
開
作
業
」
に
参
加
す
る
た
め

で
し
た
。
時
間
は
「
６
時
10
分
」

と
「
６
時
50
分
」。
の
２
便
。
己

斐
か
ら
天
満
町
へ
徒
歩
で
向
か
っ

た
そ
の
時
、
運
命
の
８
時
15
分
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

講　

師　
森　
重
昭
さ
ん
（
オ
バ

マ
元
ア
メ
リ
カ
大
統
領
と
ハ
グ
し

た
歴
史
研
究
家
）

定　

員　
20
人
（
申
込
順
）

持
参
品　
筆
記
用
具

申
し
込
み　
７
月
３
日
㈭
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
栄
公
民
館
へ
。

平
和
コ
ン
サ
ー
ト

2025

　
今
年
も
栄
公
民
館
か
ら
平
和
を

テ
ー
マ
に
し
た
歌
と
演
奏
を
お
届

け
し
ま
す
。

と　

き　
８
月
３
日
㈰
13
時
30
分

〜
15
時

内　

容

○

第
１
部　
こ
と
み
ん
さ
ん
（
ギ

タ
ー
弾
き
語
り
）

○

第
２
部　
ニ
シ
ク
ラ
カ
ル
テ
ッ

ト
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏
）

定　

員　
50
人

持
参
品　
上
履
き
と
靴
入
れ
袋

申
し
込
み　
７
月
３
日
㈭
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
栄
公
民
館
へ
。

戦
後
・
被
爆
80
年
、
公
民
館
で

平
和
の
意
味
を
考
え
よ
う
。

被爆80年を迎えて
問い合わせ
　原爆被害者友の会（賀屋宅）　☎57-3388

「大竹のヒロシマの日」
大竹市原爆死没者追悼・平和祈念式典

8月6日㊌ 8時▶9時
原爆慰霊碑「叫魂」前（総合市民会館）

　多くの犠牲者、被爆者を出した大竹市。「大
竹のヒロシマの日」として平和祈念式典を
開催します。
※熱中症対策のため、上着着用は不要です。
※式典中、原爆慰霊碑前の通行はできません。

平和祈念被爆80年

原爆死没者追悼イベント
8月5日㊋ 18時▶20時

総合市民会館2階ホール
（入場受け付け17時30分）

　広島と長崎に原子爆弾が投下されてから
80年を迎えました。原爆の被害を受けた
人々の痛みや苦しみを忘れず、平和の大切
さを再認識するため、追悼の意を込めてイ
ベントを開催します。
内　容
第１部　音楽イベント
　二階堂和美さん
　三宅由利子さん
第２部　被爆体験朗読会
第３部　死没者追悼キャンドル点灯
　　　　「叫魂」前
※一般の方も来場できます。
※ イベント開催から翌日の平和祈念式典終了

まで、原爆慰霊碑前の通行はできません。
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